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■ 会 長 報 告            村松 章隆君
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●ソング 我等の生業・ともだち賛歌

●ソングリーダー

藤枝南ロータリークラブ会報藤枝南ロータリークラブ会報

【｛２０１２-２０１３年度ＲＩテーマ】 鈴木健夫君

 
皆さんこんにちは！ 今週は、いろいろな事が

ありました。北朝鮮の核実験、また、グアムでは、

治安が良いのに、無差別殺傷事件があり、罪のな

い善良な日本人が３人も亡くなられ、本当に腹の

たつことがありました。 ご冥福を祈りたいと思

います。 
さて、私も本日の例会が終えれば、あと４カ月

位となりました。次年度の役員も決まった様です

ので、既に次年度モードに入っております。あと

のメーンの事業としては、３月３日の IM、４月

６日のお花見、５月１８、１９日の会員旅行、６

月の最終夜間例会と概ね４回の事業が残ってお

ります。皆さんよりあともうすぐだねと言って励

まされております。 
話は変わりますが、藤枝東高校卒業の会員の方

も多いので藤色のユニホームについてお話しま

す。戦前までは、色が白だったり、薄緑だったり、

ピンク色だったり、いろいろな色を使用していま

した。戦後、昭和 29 年の静岡国体で高校部、社

会人部が同時優勝して、藤色は藤枝東の色として

全国に知れ渡りました。 
私が、高校３年の秋に何とか県予選を勝ち抜き、

長崎国体に出場して、長池監督より、入場行進の

ときは、胸を張って行進しろ！このユニホームの

色は商標登録してある伝統の色だからと言って

送り出されました。先輩からは、汗と涙と土と血

と雨といろいろな経験を積んできた伝統の色だ

から、誇りを持って、戦えと言われました。 
長池監督は、東京出身の方ですが、本当に藤枝を

愛して、誇りを持っている素晴らしい監督である

ことを改めて思います。 
あと少しになりました、皆さんのご協力を祈念

申し上げまして会長挨拶とさせていただきます。 

■ 幹 事 報 告            内山 淑夫君 
• 公益財団法人米山記念奨学会より 
 ハイライトよねやま１５５号が届いておりま

す。 

■ 出 席 報 告                望月 誠君       
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

34／44 77.27％ 34／44 77.27％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○池谷君 ○植田君 ○漆畑君 ○鈴木徹君 
○多々良君 ○中山君 ○望月君 ○山田君 
江﨑君 川口君  

■ スマイルＢＯＸ           望月 誠君 
• 結婚のお祝いありがとうございました。おかげ

様で２５周年を迎える事ができました。次は 

３０周年に向かってがんばります。ありがとう

ございました。                   寺田 章君 
• 長男が第一志望の大学アメリカメイン州コル

ビー大学に合格しました。      松浦 正秋君 
• 来週の火曜日、２月１９日は平成２２年のその

日に天国へいち早く旅立ってしまった我が藤

枝南ロータリークラブ会員青木勉さんの三回

目の命日になります。あれからはや三年です…
早いものです。 
来年で、自分も勉兄さんと同じ年齢になります。

これからも、もっともっとお兄さんの分まで生

きてやろうと思っています。来週あたりは、よ

く行った駅前のなじみの店に連れて行ってあ

げようと思います。               桑原 茂君 

スマイル累計額  ４３７，３３２円 
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■ 会 員 卓 話                    

「人生笑って泣い

て」 

若林 秀典君 
 
 
 
 
歯科診療所の数は約６８，０００件、コンビニ

の数は４６，０００件です。毎年約２，０００人

の新卒の歯科医師が生まれ、単一科では最大数に

なっています。コンビニを経営する企業には進出

していない県もありますが歯科診療所のない県

はありません。静岡県の市町すべてに存在します。

国の医療費は約３７兆円で社会保障費が毎年１

兆円ずつ増加していくと言われていますが、歯科

の医療費(約２兆８，０００億円)はここ十数年横

ばいで２０年前には医療費の中で１３％ぐらい

を占めていましたが現在では約７．６％です。イ

ンフルエンザや花粉症のように季節的に猛威を

ふるう病気がないのも歯科界にとって厳しい現

実です。２年ぐらい前、週刊「東洋経済」に歯科

医師は５人に一人が年収３００万円以下という

記事が掲載され、歯科医もここまで落ちたかとが

っかりしたことを覚えています。子供も減少、フ

ッ化物入り歯磨剤の普及により、むし歯自体が極

端に減って、藤枝市の３歳児では県内において少

なさではトップクラスになっています。むし歯と

いう疾病がいずれ「ツツガムシ病」のように珍し

い病気になるかもしれません。それに反して高齢

化が進行して歯科の往診が増えています。私が学

生の頃には歯科の往診などは考えられず、授業に

もありませんでした。私も聖稜リハビリテーショ

ン、グリーンヒルズ、菜の花等の老人施設に週１

回往診に行っています。また、ケアマネさんから

の依頼があれば個人のお宅にもポータブルの器

材を持って行きます。今後、このようなケースは

増加していくと推察されます。商業的には採算の

合うことではありませんがこれもロータリーの

職業奉仕と思って継続していこうと考えていま

す。 

 

 

■ 今 週 の 一 言        玉木 末雄君 
「私の父・母」 
私の父は終戦

後約３０年間、磐

田市見付より２

時間かけて静岡

市へ団体職員と

して通っていま

した。ごくごく普通のサラリーマンです。私の記

憶では、病気等で父が休んでいるところを見た事

が無い大変体の丈夫な真面目な父でした。８３才

で亡くなりました。 
 母は大正５年生まれの今年で９７才になりま

す。大変元気で今のところ悪い所はありません。

週５日デイサービスに通っています。自分より若

い人達の面倒をみています。あと３年、１００才

迄生きてもらいたいと思っています。 
 
 

●例会プログラム● 
例会日 クラブ行事 摘要 

2/22（金）

第 1029 回
会員卓話 竹田敏和君 

3/1(金) 
第 1030 回

ＩＧＭ報告  

3/8（金）

第 1031 回

ＩＭ報告 
ＩＧＭ報告  

3/15(金) 
第 1032 回

会員卓話  

3/22（金）

第 1033 回
早朝例会  

 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

    （担当／伊藤恒君） 


